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りっとう議会だより

違っていいよ　僕と君との　「当たり前」　（人権啓発作品集　標語入選作品）

議　案

個 人 質 問

特　集

委　員　会

ここが聴きたい　市政を問う …………………………P ９

9月定例会 ……………………………………………………………P ４

夏休み親子議会見学ツアー …………………………P ２

各常任委員会ピックアップ ……………………………P ６

8月3日に初開催した「夏休み親子議会見学
ツアー」。21組の親子が穴埋め式のクイズを解き
ながら議会を探検！ツアーの最後には、議会に詳し
くなる、自分だけの「議会ノート」が完成しました。
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委委 員員 会会 室室

い い ん か い し つ

  

Q.２ 

議会
ぎかい

が 発行
はっこう

す

る議会
ぎかい

だより

の名前
なまえ

は？ 

～議会広報編集　　～議会広報編集　　
　　　特別委員会の役割～　　　特別委員会の役割～

～議会のしくみ～～議会のしくみ～

当日の様子をちょっとのぞいてみよう！当日の様子をちょっとのぞいてみよう！

  
談談 話話 室室
だ ん わ し つ

  

Q.４ 

議会運営委員

ぎかいうんえいいいん

会
かい

は何
なに

を決
き

め
ますか？ 

オリエンテーション

受　付

図書室

夏休み夏休み親子議 会見学ツアー親子議 会見学ツアー

～議会運営委員会の役割～～議会運営委員会の役割～

 
 

議議 長長 室室

ぎ ち ょ う し つ

  
Q.５ 

議長
ぎちょう

、副議長

ふくぎちょう

は
どうやって選

えら

ばれる？  

案　内

募　集

  
議議 員員
ぎ い ん

控控 室室
ひかえしつ

  

Q.３ 

栗東市
りっとうし

議会
ぎか い

には

いくつの会派
かいは

が
ありますか？ 

～会派とは～～会派とは～

Q.2
栗東市議会が	
発 行する議会
だよりの名前は
____です。

Q.5
議長・副議長は	議員全員での____で選ばれます。

Q.4
議会運営委員会	
で は 定 例 会 の	
①______や議会の
②______を決めます。

Q.3
栗東市議会には
____つの会派があり
ます。
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参加していなくても参加していなくても楽しめる楽しめる

※アンケート結果は裏表紙をご覧ください

+ 

Q.６ 

傍聴席
ぼうちょうせき

は何
なに

を
するところで
すか？ 

傍傍聴聴席席
ぼうちょうせき

  

～委員会とは～～委員会とは～
～議会広報編集　　～議会広報編集　　

　　　特別委員会の役割～　　　特別委員会の役割～

～栗東市議会の議会改革～～栗東市議会の議会改革～

A． 答えはページの 

下にあります 

 

 

 

 

  

協協
きょう

議議会会室室
ぎ か い し つ

  

Q.１ 

常任
じょうにん

委員会
いいんかい

は

いくつありま

すか？ 

当日の様子をちょっとのぞいてみよう！当日の様子をちょっとのぞいてみよう！
議員と一緒に議会施設を親子で探検。
普段は入れない部屋に入ったり、
議会の仕組みを詳しく聞いたり・・・。
各スポットでの話の中にクイズのヒントが
隠れていました。

傍聴席

修了証書修了証書
授与授与

夏休み夏休み親子議 会見学ツアー親子議 会見学ツアーバ ー チ ャ ル
A.1 ４　A.2 大きな栗の木の下で　A.3 ６
A.4 ①日程　②進行方法　A.5 選挙　A.6 誰でも

Q.1
栗東市議会には

常任委員会が	

____つあります。

Q.6
定例会の審査や
個人質問は______	
聴きに行けます。
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令和5年度　一般会計・特別会計　決算
会計名 決算額 採決結果 会計名 決算額 採決結果

一般会計 277億1,062万3,360円 認定・別表 栗東墓地公園 
特別会計 593万9,350円 認定・全

土地取得 
特別会計 1億2,188万8,134円 認定・全

大津湖南都市計画事 
業栗東新都心土地区 
画整理事業特別会計

6,546万9,856円 認定・全

国民健康保険 
特別会計 53億4,214万4,130円 認定・別表 水道事業会計 23億2,202万7,290円 可決 

認定・全
後期高齢者医療 

特別会計 7億7,035万4,372円 認定・別表 公共下水道事業会計 32億33万8,943円 可決 
認定・全

介護保険 
特別会計 39億1,663万6,689円 認定・別表 農業集落排水事業 

特別会計 3,655万1,292円 認定・全

審議した議案など

9月定例会9月定例会

件名 採決結果

そ
の
他

契約の締結につき議会の議決を
求めることについて
(栗東西中学校大規模改造工事における
契約締結→たち建設株式会社)

可決・全

財産の処分につき議会の議決を
求めることについて
(下鈎178番2ほか7筆の土地を2億2,279
万1,600円で処分→有限会社滋賀中央
パック)

可決・全

道路線の廃止について
(下鈎葉山川線) 可決・全

道路線の認定について
(上鈎区内21号線、高野里東上前田線、
上鈎下食田線、治田西小学校東線)

可決・全

請
願
書

難聴と認知症防止のため
補聴器購入の助成制度を求める請願書

趣旨採択・
別表

国に対し、「刑事訴訟法の再審規定（再
審法）改正を求める意見書」の提出を求
める請願書

不採択・
別表

件名 採決結果

人　
事

人権擁護委員の推薦につき議会の意見
を求めることについて
(氏名:宮嶋 清七 氏)

適任・全

教育委員会委員の任命につき議会の同
意を求めることについて
(氏名:田中 和子 氏)

同意・全

条
例（
一
部
改
正
）

職員の分限に関する手続及び効果に関
する条例
(公務能率維持のため、分限処分の対象
等の見直し)

可決・全

条件付採用期間中の職員及び臨時的
任用期間中の職員の分限に関する条例 
(分限事由を明確にするため)

可決・全

総合福祉保健センターの設置及び管理
に関する条例及び障害児地域活動施設
の設置及び管理に関する条例
(児童福祉法の改正に伴う改正)

可決・全

国民健康保険条例
(国民健康保険被保険者証の廃止に
よる、国民健康保険法の改正に伴う改正)

可決・別表

地区計画の区域内における建築物の制
限に関する条例
(小野南部・上砥山工業団地、栗東東部
地区工業団地、小野工業団地の地区計
画区域内における適正な都市機能及び
健全な都市環境を確保するため)

可決・全

令和6年度　一般会計・特別会計　補正予算
会計名 補正額 予算総額 主な内容 採決結果

一般会計（第3号） 4億5,460万円（減額） 281億4,228万1千円 民生費の減額等 可決・全

国民健康保険特別会計（第1号） 4,629万2千円（増額） 54億8,601万3千円 諸支出金等の増額 可決・全

介護保険特別会計（第2号） 35万円（増額） 42億4,527万3千円 諸支出金の増額 可決・全
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賛成・反対の双方があった議案について表示します。（多=賛成多数、少=賛成少数　　○…賛成、●…反対）

会派名
議員名

案件

賛
成
の
数

新政会 ネットワーク 公明 共産 究理 未来
上
田 

忠
博

三
木 

敏
嗣

里
内　

英
幸

梶
原　

美
保

西
田　
　

聡

寺
田　

靖
広

奥
村　
　

明

田
村　

隆
光

上
石
田
昌
子

谷
口　

律
香

川
嶋　
　

恵

塩
見　
　

隆

青
木　

千
尋

伊
吹　
　

裕

武
村　
　

賞

櫻
井　

浩
司

島
田　

利
恵

令
和
５
年
度

一
般
会
計·

特
別
会
計
決
算

一般会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

国民健康保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

後期高齢者医療特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇

介護保険特別会計 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇
条
例 国民健康保険条例 多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇

請
願
書

難聴と認知症防止の 
ため補聴器購入の助成
制度を求める請願書

多 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 ● ● ● 〇 ●

国に対し、「刑事訴訟法
の再審規定（再審法）
改正を求める意見書」
の提出を求める請願書

少 ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 〇 〇

賛否の公表

＊議長（中野 光一議員）は採決に加わらない
＊会派名の正式名称は次の通り ﾈｯﾄﾜｰｸ（栗東市民ﾈｯﾄﾜｰｸ）、公明（公明栗東）、共産（日本共産党栗東市議団）、究理（究理の会）、未来 
（未来創造りっとう）

　本会議・委員会審査は、どなたでも自由に傍聴いただけます。
・開会時間は、いずれも9時30分を予定しています。
・日程については、現段階での予定であるため、変更になる
　場合がありますのでご了承ください。
・議場には車椅子を利用されている方の傍聴者席を設置しています。
・手話通訳者の配置をご希望の方は事前に
　議会事務局へ連絡をお願いします。
●問い合わせ　議会事務局（市役所4階）
　TEL:551-0137   FAX:551-0146 

   :gikai@city.ritto.lg.jp

議会の様子は、開催後
速やかにYouTubeに
アップしており、動画でも
ご覧いただけます。▶︎

　３日 本会議（議案上程等）
１０日～１２日 本会議（個人質問）
１３日～１７日 各常任委員会
２０日 本会議（委員長報告・採決）

（土・日・祝は除く）12月定例会の予定

にお越しください傍聴

　国道１号・８号バイパスおよび、これらに接続する主要幹線道路の事業進捗を
確認するため、7月29日に協議会を開催しました。
　当日は、国道１号栗東水口道路、国道８号野洲栗東バイパス、および大津能登
川長浜線（山手幹線）について現場視察を行い、滋賀国道事務所と滋賀県南部土
木事務所から、それぞれの「事業進捗状況」および「今後の事業計画等」について
説明を受けました。
　帰庁後、歩行者や自転車の通行ルートの確保や交差点の渋滞対策、交通規制
に伴う安全対策などについての質疑を行いました。

国道１号・８号バイパス整備等進捗状況を確認
環境建設常任委員会

委員会活動レポート

▲大津能登川長浜線（山手幹線）現場（上砥山地先）
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◆
豪
雨
の
被
害
か
ら
林
道
を
守
れ

　
（
林
道
維
持
管
理
事
業
）

問
６
月
の
豪
雨
で
道
々
林
道
が

陥
没
し
復
旧
工
事
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、比
較
的
き
れ
い

な
舗
装
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て

い
る
。以
前
の
舗
装
は
い
つ
か
。

ま
た
、何
度
も
陥
没
す
る
よ
う

で
あ
れ
ば
水
を
細
川
の
方
に

流
す
よ
う
な
設
計
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
昨
年
度
、豪
雨
に
よ
り
陥
没
し
た

こ
と
か
ら
、緊
急
修
繕
で
埋
め
戻

し
舗
装
を
行
っ
た
。今
回
、陥
没

し
た
と
こ
ろ
を
確
認
す
る
と
２ｍ

下
に
配
水
管
が
あ
り
、そ
こ
か
ら

吸
い
出
し
が
起
こ
っ
て
い
る
可
能

性
が
高
い
た
め
、配
水
管
を
コ
ン

ク
リ
ー
ト
で
巻
く
な
ど
止
水
を

し
っ
か
り
と
し
た
中
で
、吸
い
出

し
が
起
こ

ら
な
い
形

で
工
事
設

計
を
進
め

て
い
る
。

◆
児
童
図
書
の
購
入
と
学
習

コ
ー
ナ
ー（
図
書
等
整
備
事
業・

図
書
館
管
理
運
営
経
費
）

問
今
回
の
購
入
数
と
本
の
行
き

先
は
。

答
約

300
冊
で
、移
動
図
書
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
配
本
を
考
え
て

い
る
。

問
修
繕
費
の
内
訳
と
、セ
ル
フ

貸
出
機
導
入
委
託
の
内
容
は
。

ま
た
、ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
も
兼
ね
る
の
か
。

答
修
繕
費
は
学
習
コ
ー
ナ
ー
設
置

の
た
め
の
６
連
分
の
書
架
の
撤

去
お
よ
び
移
動
費
用
。委
託
料

に
つ
い
て
は
、西
館
に
設
置
し
て

い
る
検
索
シ
ス
テ
ム
機
に
ス
キ
ャ

ナ
ー
や
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
を

設
置
す
る
も
の
で
３
台
分
で
あ

る
。中
高
生
の
利
用
は
放
課
後
に

な
る
こ
と
か
ら
、日
中
は
市
民
の

生
涯
学
習
の
場
、学
び
直
し
の
場

と
し
て
利
用
い
た
だ
き
、ク
ー
リ

ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
も
利
用

す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

◆
収
賄
容
疑
に
よ
る
市
元
職
員

の
逮
捕
事
案
を
機
に
、分
限

事
由
お
よ
び
分
限
処
分
の
内

容
を
改
正
す
る
条
例
改
正
を

審
査
し
ま
し
た
。今
後
の
不

祥
事
発
生
を
抑
止
し
、業
務

の
効
率
化
を
目
指
し
ま
す
。

問「
休
職
期
間
３
年
を
超
え
な

い
範
囲
」の
基
準
は
。 

答
休
職
後
、復
職
し
て
も
休
職

期
間
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ず
通

算
さ
れ
、そ
の
期
間
が
合
計

３
年
を
超
え
な
い
範
囲
と
な

る
。

問「
当
該
職
員
が
そ
の
職
に
必

要
な
適
格
性
を
欠
く
と
認
め

ら
れ
る
客
観
的
な
事
実
」の

基
準
は
。

答
勤
務
時
間
中
の
不
適
切
な
離

席
な
ど
に
よ
る
職
務
に
専
念

し
な
い
こ
と
や
、職
員
等
へ
の

暴
行
、暴
言
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
る
。

※
分
限
処
分
と
は
…
職
員
の
身

分
保
障
を
前
提
と
し
つ
つ
、公

務
能
率
の
維
持
向
上
の
観
点

か
ら
、職
員
が
そ
の
職
責
を

果
た
し
え
な
い
場
合
、ま
た

は
職
員
を
定
員
、予
算
な
ど

に
合
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

場
合
に
、 

職
員
の
意
に
反
す

る
不
利
益
な
身
分
上
の
変
動

を
も
た
ら
す
処
分
。

◆
国
に
対
し
、「
刑
事
訴
訟
法
の

再
審
規
定（
再
審
法
）改
正
を

求
め
る
意
見
書
」の
提
出
を

求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て
は
、

可
否
同
数
と
な
り
、委
員
長

裁
決
に
よ
り
、不
採
択
す
べ

き
と
決
し
ま
し
た
。

「
令
和
６
年
度
栗
東
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）」の
審
議
よ
り

市
職
員
の
分
限
に
関
す
る

条
例
を
改
正

予
算
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

常任委員会ピックアップ常任委員会ピックアップ
※委員長報告を映像で
　ご覧いただくことができます ～9月定例会での審査内容の一部概要をお伝えします～

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上田 忠博、○上石田 昌子、川嶋 恵、寺田 靖広、島田 利恵

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上石田 昌子、○上田 忠博　議長（中野 光一）を除く全員

▲道々林道陥没写真
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市政は範囲が広く内容も複雑なため、市議会では、委員会を設けて本会議の予備的な審査や重要な事柄の調査をしています。現在、
４つの委員会に分かれ、議案などを審査しています。

常任
委員会
とは

◆
栗
東
市
地
区
計
画
の
区
域
内

に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の一部
改
正

問
地
区
整
備
計
画
区
域
に
お
い

て
、Ａ
区
域
と
Ｂ
区
域
の
外
壁

後
退
線
が
５
m
と
４
m
に
な
っ

て
い
る
理
由
は
。

答
開
発
面
積
に
応
じ
て
セ
ッ
ト

バ
ッ
ク
が
異
な
る
。

問
流
通
業
務
施
設
が
設
置
さ
れ

る
と
、施
設
の
出
入
り
口
付
近

の
歩
行
者
等
の
安
全
対
策
は
、

ど
の
よ
う
に
指
導
さ
れ
る
の
か
。

答
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、ま
ち

づ
く
り
委
員
会
等
と
協
議
を

重
ね
対
応
し
て
い
く
。

問
造
成
工
事
は
、い
つ
完
了
す
る

の
か
。

答
令
和
７
年
10
月
末
に
終
わ
る

予
定
で
あ
る
。

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

問
上
鈎
区
内
21
号
線
は
、行
き

止
ま
り
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

災
害
時
や
緊
急
車
両
の
出
入

な
ど
、日
常
生
活
で
も
不
便
で

あ
る
。住
宅
開
発
等
に
お
い
て

ど
の
よ
う
な
指
導
を
さ
れ
た

の
か
。

答
開
発
協
議
の
中
で
、道
路
は
原

則
２
方
向
に
接
続
す
る
よ
う

に
指
導
し
て
い
る
。ま
た
、行

き
止
ま
り
道
路
と
し
て
認
め

る
場
合
は
、６
m
道
路
の
先
に
、

８
m
×
８
m
の
転
回
広
場
を

設
け
、そ
こ
か
ら
1.5
m
幅
の
避

難
通
路
を
確
保
す
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

条
例
の
一
部
改
正
等

４
議
案
を
審
査

環
境
建
設
常
任
委
員
会

◆
栗
東
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の一部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

問
マ
イ
ナ
保
険
証
が
使
用
で
き

な
い
医
療
機
関
が
あ
る
が
、

そ
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
手

続
き
が
必
要
に
な
る
の
か
。

答
マ
イ
ナ
保
険
証
と
と
も
に「
資

格
情
報
の
お
知
ら
せ
」を
提

示
す
る
こ
と
に
よ
り
受
診
し

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
。

「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」

は
、12
月
２
日
以
降
再
交
付

を
希
望
さ
れ
る
方
へ
発
行
で

き
る
。ま
た
、来
年
の
年
次
更

新
時
に
は
、国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
す
べ
て
の

方
に
発
行
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

◆
難
聴
と
認
知
症
防
止
の
た
め

補
聴
器
購
入
の
助
成
制
度
を

求
め
る
請
願
書
に
つ
い
て
審

議
し
ま
し
た
。

問
難
聴
と
認
知
症
の
関
係
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
令
和
６
年
３
月
に
厚
生
労

働
省
か
ら
出
さ
れ
た
報
告
に
、

難
聴
が
生
活
の
質
の
低
下
や
、

認
知
機
能
の
悪
化
に
影
響
を

与
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

や
、早
期
発
見
・
早
期
介
入

の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
お
り
、

市
と
し
て
も
認
識
し
て
い
る
。

◆
趣
旨
は
賛
同
で
き
る
が
、こ
れ

ま
で
の
委
員
会
や
本
会
議
に

て
全
員一致
で
趣
旨
採
択
さ
れ

て
い
る
こ
と
。県
市
長
会
へ
も

「
公
的
補
助
制
度
の
創
設
等
」

を
新
規
要
望
し
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、趣
旨
採
択
し
て
は

と
の
動
議
が
出
さ
れ
、質
疑
、

討
論
の
の
ち
、賛
成
多
数
で
趣
旨

採
択
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

栗
東
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
他
議
案
１
件
、請
願
書
１
件
に
つ
い
て
審
査

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎西田 聡、○青木 千尋、櫻井 浩司、塩見 隆、奥村 明、谷口 律香

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎武村 賞、○梶原 美保、田村 隆光、三木 敏嗣、里内 英幸、伊吹 裕
▲大津湖南都市計画小野工業団地

りっとう議会だよりりっとう議会だより 2024.11.177



委員会ピックアップ委員会ピックアップ

◆
令
和
５
年
度
の
予
算
が
何
に
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
か
を
、

詳
細
に
慎
重
に
審
議
し
ま
し
た
。

◦
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
経
費

問
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
流
出

影
響
額
は
。

答
寄
附
額
か
ら
個
人
住
民
税
の

税
額
控
除
分
を
差
し
引
い
た

２
億

677
万
２
６
９
５
円
が
市
外

に
流
出
し
た
分
に
な
る
。

◦
地
方
創
生
推
進
事
業
・
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
推
進
事
業

問
馬
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
な
ど
踏
み

込
ん
だ
取
り
組
み
な
ど
、さ
ら
な

る
工
夫
、方
策
は
。

答
ア
ニ
メ
や
ゲ
ー
ム
で
有
名
な
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
を
含
め
、

積
極
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◦
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
管

理
運
営
経
費

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
利
用

者
数
等
の
実
績
動
向
は
。

答
令
和
５
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影

響
か
ら
回
復
が
進
ん
だ
と
認
識

し
て
い
る
。利
用
者
が
多
い
施
設

は
、他
の
施
設
へ
振
り
替
え
を
し

て
も
ら
う
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

◦
大
阪
湾
広
域
臨
海
廃
棄
物
処
理

等
事
業

問
令
和
５
年
度
、年
間
１
９
７
５
ｔ

の
焼
却
灰
を
３
か
所
の
事
業
所

等
へ
排
出
し
て
い
る
。排
出
量
と

１
ｔ
当
た
り
の
単
価
は
。

答
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
が
１
１
３
６
ｔ
／

１
万
７
２
７
０
円
、三
重
中
央
開

発
が

４７９・４９
ｔ
／
３
万

２６０
円
、太

平
洋
セ
メ
ン
ト
が

３５９
・
８３
ｔ
／

３
万
７
１
４
７
円
で
あ
る
。

問
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
埋
立
期
間
が
終

了
し
た
場
合
の
対
応
は
。

答
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
埋
立
期
間
に
つ
い

て
は
、令
和
12
年
度
以
降
に
つ
い

て
も
延
伸
等
の
検
討
が
あ
る
。今

後
も
効
率
の
良
い
運
用
に
努
め
る
。

◦
市
営
住
宅
維
持
補
修
事
業

問
市
営
住
宅
に
入
居
応
募
し
て
も

当
選
し
な
い
と
の
声
を
聞
く
。実

績
と
現
状
は
。

答
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
整
備
さ
れ
て
い

る
な
ど
利
便
性
の
高
い
住
宅
は

応
募
が
集
中
す
る
。そ
の
こ
と
か

ら
当
選
し
な
い
と
の
声
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

問
現
状
の
市
営
住
宅
で
、改
修
す

れ
ば
、入
居
で
き
る
部
屋
は
全
体

で
い
く
つ
あ
る
の
か
。

答
上
砥
山
団
地
と
出
庭
団
地
を
除

い
て
65
戸
と
な
る
。

◦
介
護
人
材
確
保
事
業

問
昨
年
よ
り
未
執
行
が
続
い
て
い
る
。

今
後
事
業
の
見
直
し
の
考
え
は
。

答
事
業
者
へ
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
、

有
資
格
者
の
採
用
が
多
い
た
め
、

本
制
度
を
利
用
す
る
機
会
が
な

い
こ
と
が
判
明
し
た
。今
後
、要

件
緩
和
等
見
直
し
を
考
え
る
。

◦
母
子
福
祉
推
進
事
業

問
女
性
相
談
員
の
相
談
件
数
が
、前
年

度
と
比
較
し
少
な
い
。そ
の
原
因
は
。

答
女
性
相
談
員
が
年
度
当
初
に
退

職
し
、令
和
６
年
１
月
に
新
た
に

任
命
し
た
た
め
、相
談
件
数
は
任

命
後
の
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

件
数
で
あ
る
。女
性
相
談
員
不

在
期
間
は
職
員
が
対
応
し
た
。

◦
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業・ケ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事
業

問
特
別
支
援
教
育
支
援
員
、ス
ク
ー
リ

ン
グ
ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
現
状
は
。

答
特
別
支
援
教
育
支
援
員
は
、現

在
20
人
、週
３
日
の
勤
務
で
あ
り
、

今
後
、子
ど
も
た
ち
が
学
校
で

過
ご
す
時
間
す
べ
て
を
通
し
配

置
し
た
い
。ス
ク
ー
リ
ン
グ
ケ
ア

サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、現
在

４
人
を
４
校
に
配
置
し
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度
の
市
財
政
の
使
わ
れ
方
は
？

▲ふるさと納税で歳入確保

▲市営住宅

特定の案件を審査する必要がある場合などに
議会の議決により設置される委員会です。
現在の特別委員会は「決算」（9月30日まで）、

「議会広報編集」、「議会改革」、「環境センター
整備」があります。

特別
委員会
とは

所属委員　（◎委員長　○副委員長）　◎上田 忠博、○谷口 律香　議長（中野 光一）、監査委員（川嶋 恵）を除く全員
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学
校
保
護
者
間
の
連
絡
手
段
に
お
け
る
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
状
況
と
運
用
状
況
は
。

　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
で一
斉
メ
ー
ル

な
ど
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、行
事

に
関
す
る
お
知
ら
せ
や
台
風
な
ど
の
非
常
変
災

に
関
す
る
連
絡
を
行
っ
て
い
る
。

　
シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
る
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

や
先
生
方
の
負
担
軽
減
効
果
は
。

　
現
時
点
で
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
P
T
A
活
動
で

も
使
用
し
て
い
る
学
校
は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

　
10
校
が
使
用
し
て
い
る
。

　
費
用
負
担
を
伺
う
。

　

11
校
は
無
料
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
、1
校
は
有
料
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
導
入
し
て
お
り
年
間
3
万
3
0
0
0
円
の

経
費
を
P
T
A
が
負
担
し
て
い
る
。

　

学
校
運
営
に
必
要
な
経
費
で
あ
り

P
T
A
が
負
担
す
る
も
の
で
は
な
く
公
費

で
賄
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
当
該
校
で
対
応
を
検
討
し
て
い
る
。

　
各
校
で
使
用
し
て
い
る
ツ
ー
ル
が
違
う
た
め

に
兄
弟
姉
妹
で
欠
席

連
絡
方
法
が
違
っ
た
り
、転
校

や
進
学
の
度
に
登
録
し
直
す

必
要
が
あ
る
た
め
、保
護
者
に

と
っ
て
は
や
や
こ
し
い
。市
内

小
中
学
校
で
ツ
ー
ル
を
統一す

る
こ
と
は
考
え
て
い
る
か
。

　

統
一
に
向
け
て
検

討
を
進
め
る
。

　

か
つ
て
の
土
地
開
発
公
社
解
散
時
の

負
債
、企
業
事
業
貸
付
金
の
こ
げ
つ
き
、

企
業
誘
致
に
お
け
る
多
額
の
負
担
な
ど
、現
在

の
本
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
き
た
起
因
の
責

任
は
市
民
に
は
な
い
は
ず
。数
十
億
を
投
じ
る

健
康
運
動
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、市
民
の
思
い

描
く
公
園
と
乖
離
す
る
も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
、

馬
事
業
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
も
含
め
、環
境
面

に
も
配
慮
し
つ
つ
極
め
て
慎
重
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。「
栗
東
市
市
民
参
画
と
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」に
お
け
る
市
民
参
画

手
段
と
し
て
、住
民
投
票
の
機
会
が
与
え
ら
れ
て

い
な
い
理
由
を
問
う
。

　
本
条
例
は
市
民
等
と
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
や
参
画
の
ル
ー
ル
、協
働
の
手
法
を

定
め
た
も
の
で
あ
る
。住
民
投
票
を
市
民
参
画

の
手
段
と
し
て
活
用
す
る
た
め
に
は
議
論
が

必
要
と
考
え
る
。

　

新
幹
線
新
駅
に
対
す
る
住
民
か
ら
の

住
民
投
票
請
求
は
議
会
で
否
決
し
た
経

緯
が
あ
る
。市
民
か
ら
の
発
議
に
議
会
の
議
決

を
経
ず
迅
速
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、常
設
型

住
民
投
票
条
例
が
必
要
。記
載
で
き
る
す
べ
と

し
て
、本
市
の
最
高
規
範「
自
治
基
本
条
例
」の

制
定
を
求
め
る
が
、市
長
の
見
解
を
問
う
。

　

条
例
は一つ
の
手
段
。制
定
に
つ
い
て
は

市
民
参
画

が
さ
ら
に
活
発
と

な
り
機
運
が
高

ま
っ
た
時
期
に
議

論
す
べ
き
も
の
と

考
え
る
。

問問 答答

市民の意思を問う住民投票の機会と条例制定
上石田 昌子 議員

連絡用デジタルツールの統一で学校と保護者
双方の負担軽減を！ 谷口 律香 議員

問問問問問問 答答答答答答

個 人 質 問 ここが聴きたい 市政を問う
〜9月定例会での個人質問と答弁の要旨をお伝えします〜

問
答
意

…議員の質問
…市からの回答
…議員の意見

順番 質問者 質問事項

1 上石田 昌子 市民の意思を問う住民投票の機会と
条例制定を求めることについて

2 谷口　律香 学校と保護者等の連絡手段の
デジタル化について

3 寺田　靖広
奨学金返還支援制度について
市庁舎の空調能力改善について

4 奥村　　明
子どもまんなか社会の実現にむけて
～学校校則と生徒指導の見直しと
子どもの権利について～

5 三木　敏嗣 土砂災害と急傾斜地崩壊対策事業に
ついて

6 島田　利恵 子ども基本条例について

7 梶原　美保 国スポ・障スポを1年後に控えた
準備の進捗は

順番 質問者 質問事項

8 塩見　　隆
ヒアリングフレイル対策について
市民への電話リレーサービスの周知について

9 青木　千尋 現行の健康保険証が今年12月2日で
廃止になる件について

10 伊吹　　裕
近年の夏の猛暑に対する対策について
市内公共交通の今後と積極的な
住民参加の促進を

11 田村　隆光 現在進行形の旧ＲＤ処分場問題を
形骸化させるな！

12 西田　　聡
通級指導教室
「ことばとまなびの教室」について
～子どもたちがもつ困り感に寄り添い、
一人ひとりを温かく支える個別指導～

13 上田　忠博 公共施設の複合化について
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土
砂
災
害
防
止
法
に
よ
り
、本
市
の

土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
土
砂
災
害

特
別
警
戒
区
域
は
何
箇
所
か
。急
傾
斜
地
崩
壊

危
険
区
域
は
何
箇
所
か
。

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は

148
か
所
あ
り
、

そ
の
中
に
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
が

107
か
所
あ
る
。土
砂
災
害
警
戒
区
域
内
に
あ
る

急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
は

100
か
所
あ
る
。

　

土
砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
、治
山
事
業
は

有
効
な
施
策
で
あ
る
と
考
え
る
が
、課
題
は
。

　

治
山
事
業
は
、県
が
示
す
山
地
災
害

危
険
地
区
に
指
定
さ
れ
て
い
る
等
の
補
助

採
択
基
準
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、災
害
発
生
後

に
復
旧
計
画
を
定
め
、規
模
に
よ
り
優
先
順
位
が

決
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、予
算
の
確
保
を
含
め
、

早
急
に
着
手
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

他
市
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
宅
地
の

が
け
災
害
対
策
費
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
、

個
人
が
所
有
す
る
宅
地
等
に
お
い
て
、崩
壊
し
た

が
け
の
復
旧
ま
た

は
、未
然
に
防
ぐ

工
事
を
行
う
際

に
費
用
の
一
部
を

助
成
す
る
制
度
の

考
え
は
。

　

市
内
に

は
採
択
基

準
に
合
致
し
な
い

箇
所
も
多
く
あ

る
こ
と
か
ら
、土

砂
災
害
対
策
を

検
討
す
る
上
で
、

他
市
の
事
例
等

の
情
報
収
集
に

取
り
組
む
。

山腹が崩壊して生じた土石等
または渓流の土石等が水と 
一体となって流下する自然現象

▲クーリングシェルターと呼べる市庁舎へ

問問問 答答答

土砂災害と急傾斜地崩壊対策事業
三木 敏嗣 議員

▲土砂災害警戒区域の対象となる場所
　「土砂災害防止法とは（監修：国土交通省砂防部　発行：全国地すべりがけ崩れ対策協議会）」より

　

児
童
生
徒
や
保
護
者
が
納
得
で
き
な
い

理
不
尽
な
校
則
を
指
導
さ
れ
て
は
い
な
い
か

伺
う（
タ
イ
ツ
、防
寒
着
禁
止
や
靴
下
の
色
の
制
限
、

ツ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
、頭
髪
に
お
け
る
制
限
な
ど
）。

　

か
つ
て
は
あ
っ
た
タ
イ
ツ
や
防
寒
具
の

禁
止
、靴
下
の
色
の
制
限
、頭
髪
に
お
け
る

制
限
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
の「
き
ま
り
」の

見
直
し
に
伴
い
、現
在
で
は
実
施
し
て
い
な
い
。

　
児
童
生
徒
、保
護
者
、教
職
員
、地
域
の

方
々
に
も
明
確
に
わ
か
る
よ
う
に
、各
学
校

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
校
則
の
公
表
を
。

　
「
生
徒
指
導
提
要
」２
０
２
２
年
の
改
定

版
で
は
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
す
る

こ
と
が
適
切
と
な
っ
て
い
る
の
で
、今
後
、提
要
の

主
旨
を
ふ
ま
え
た
対
応
を
各
校
に
呼
び
掛
け
る
。

　

現
在
に
至
る
ま
で
教
育
委
員
会
か
ら

各
校
へ
、校
則
の
見
直
し
に
対
し
て
指
導

し
た
こ
と
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　

校
則
は
校
長
が
定
め
る
も
の
で
指
導

す
る
こ
と
は
な
い
が
、子
ど
も
の
意
見
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
は
提
要
で
も
明
示

さ
れ
て
お
り
、そ
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続
き

各
校
の「
き
ま
り
」を
把
握
し
な
が
ら
、必
要
に

応
じ
て
助
言
し
て
い
く
。

　
「
校
則
」や「
き
ま
り
」に
対
し
て
教
育
長

の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

　

中
学
３
年

生（
義
務
教

育
９
年
間
の
経
験

を
踏
ま
え
て
）対
象

に
直
接
話
を
聞
く

よ
う
な
機
会
を
計

画
し
て
い
る
。

問問問問 答答答答

子どもまんなか社会の実現にむけて
～学校校則と生徒指導の見直しと子どもの権利～ 奥村 明 議員

　
本
市
に
お
い
て
は
保
育
所
等
に
勤
務
す

る
保
育
士
や
保
育
教
諭
に
対
し
、奨
学
金

の
返
還
に
つ
い
て
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が

あ
る
が
、他
の
業
界
に
拡
大
す
る
こ
と
は
。

　
市
内
企
業
の
人
材
確
保
や
若
者
の
本
市

へ
の
還
流・定
着
の
後
押
し
と
し
て
、他
市

町
の
事
例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、支
援
制
度
の

あ
り
方
に
つ
い
て
調
査・研
究
し
て
い
く
。

　

他
市
町
の
事
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、本
市

に
合
う
制
度
の
創
設
を
望
む
。

　

本
市
は
人
口
増
を
目
指
す
の
か
、減
少

を
見
据
え
体
制
を
整
え
る
の
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
総
合
戦
略
で
取
り

組
む
施
策
の
効
果
に
よ
り
、当
面
の
人
口

増
加
を
目
指
し
つ
つ
、今
後
の
人
口
減
少
を
最
小

限
に
抑
制
で
き
る
構
造
へ
の
転
換
を
目
指
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
総
合
戦
略
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、住
宅
施
策
は

民
間
主
導
で
さ
れ
る
が
、市
が
ど
の
よ
う
な

影
響
力
を
持
っ
て
い
く
の
か
。

　
規
制
緩
和
や
各
種
支
援
策
の
実
施
な
ど

を
進
め
、民
間
に
よ
る
取
り
組
み
が
促
進

す
る
よ
う
周
知・啓
発
を
図
っ
て
い
く
。

市
役
所
庁
舎
が
暑
す
ぎ
る

　
今
夏
も
暑
さ
が
続
い
て
い
た
が
、来
年
度
に

向
け
市
庁
舎
の
改
修
等
を
検
討
で
き
る
か
。

　

令
和
３
年
度
よ
り
庁
舎
の
空
調
設
備
を

順
次
改
修
し
て
お
り
、

今
年
度
お
よ
び
来
年
度
も
改

修
の
予
定
を
し
て
い
る
。

　
エ
ア
コ
ン
の
機
能

強
化
だ
け
で
な
く
、

屋
上・壁
面・ガ
ラ
ス
の
断

熱
工
事
も
必
要
。

問問問問意 意 答答答答

これからの栗東市のあり方
寺田 靖広 議員

土石流

傾斜度が30度以上である
土地が崩壊する自然現象

がけ崩れがけ崩れ

土地の一部が地下水等に 
起因して滑る自然現象または 
これに伴って移動する自然現象

地滑り地滑り

個人質問の全体映像は各二次元コードよりご視聴ください
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本
市
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
に
対
す
る

認
識
と
加
齢
性
難
聴
の
早
期
発
見
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

　

令
和
６
年
３
月
に
厚
生
労
働
省
か
ら

出
さ
れ
た「
難
聴
高
齢
者
の
早
期
発
見・早
期

介
入
等
に
向
け
た
関
係
者
の
連
携
に
関
す
る
調
査

研
究
事
業
」の
報
告
に
よ
り
、難
聴
が
認
知
機
能

の
悪
化
な
ど
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
、早
期
発
見
、早
期
介
入
の
重
要
性
に
つ
い

て
承
知
し
て
い
る
。市
職
員
や

認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
の

研
修
な
ど
の
中
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
の
理
解

促
進
や
そ
の
対
応
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
の
提
供
に
つ
い
て

努
め
て
い
く
。

電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス（
※
２
）の
周
知

　
聞
こ
え
な
い
人
と
聞
こ
え
る
人
が
、分
け

隔
て
な
く
対
等
な
立
場
で
共
生
で
き
る
社

会
を
目
指
す
た
め
に
は
、多
く
の
市
民
に
こ
の
サ
ー

ビ
ス
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
は
。

　

合
理
的
配
慮
の
観
点
か
ら
も
必
要
と

考
え
る
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、広
報
、窓
口

な
ど
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、制
度
の
周
知
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

※
１　

ヒ
ア
リ
ン
グ
フ
レ
イ
ル
…
加
齢
に
伴
う
聴
覚
機
能
の
低

下
が
原
因
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
損
な
わ
れ
、結
果
と
し

て
社
会
的
孤
立
や
認
知
機
能
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が

高
ま
る
状
態
。ラ
ン
セ
ッ
ト
国
際
委
員
会
は
難
聴
の
早
期
発
見
と

対
策
を
行
う
こ
と
で
認
知
症
進
行
を
８
％
予
防
で
き
る
可
能
性
が

あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。

※
２　
電
話
リ
レ
ー
サ
ー
ビ
ス
…
聴
覚
や
発
話
に
困
難
の
あ
る
人

と
、聞
こ
え
る
人（
聴
覚
障
害
者
等
以
外
の
人
）と
の
間
で
、通
訳
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が「
手
話
」ま
た
は「
文
字
」と「
音
声
」を
通
訳
す
る
こ

と
で
即
時
に
双
方
向
の
電
話
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
と
な

る
サ
ー
ビ
ス
。

問問 答答

ヒアリングフレイル(※1)対策による認知症予防
塩見 隆 議員

　
本
市
の
子
ど
も
基
本
条
例
制
定
に
お
い

て
、制
定
以
前
に
当
事
者
で
あ
る「
子
ど
も

の
意
見
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
」環
境
づ
く
り
や

職
員
の
意
識
醸
成
に
は
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

　
「
否
定
さ
れ
な
い
」こ
と
を
事
前
に

伝
え
、子
ど
も
や
若
者
が
安
心
し
て
意
見

が
言
え
る
環
境
づ
く
り
を
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ

な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

「
第
３
期
栗
東
市
子
ど
も・子
育
て
支
援
事
業
計
画
」

に
て
関
係
部
局
が
連
携
し
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え

た
取
り
組
み
を
組
織
横
断
的
に
進
め
て
い
く
。

　
子
ど
も
の
周
囲
の
大
人
へ
の
周
知
啓
発

に
つ
い
て
教
育
長
の
考
え
は
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
研
修
機
会
や
情
報

の
提
供
に
努
め
る
。

　
当
事
者
で
あ
る
子
ど
も
の
意
見
を
聴
く

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

　

子
ど
も
や
若
者
が
安
心
し
て
意
見
が

言
え
る
場
や
機
会
を
作
る
こ
と
、支
援
を

行
う
こ
と
も
重
要
と
考
え
る
。研
修
も
し
っ
か
り

進
め
た
い
。作
る
だ
け
の
条
例
で
は
な
く
、実
践

で
き
る
政
策
で
進
め
て
い
く
。

　

条
例
が
な
い
と
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

が
な
い
よ
う
、実
行
で
き
る
も
の
を
作
り
、

関
係
部
局
だ
け
で
な
く
職
員
全
員
に「
子
ど
も
の

意
見
を
聴
く
」問
題
意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

問問問 答答答

子ども基本条例制定において、当事者である「子どもの意見を聴く」
ことの必要性と重要性の研修と意識醸成を 島田 利恵 議員

意

　

国
ス
ポ・障
ス
ポ
の
情
報
発
信
に
あ
た

り
、現
在
の
取
り
組
み
は
。

　
市
広
報・H
P・各
S
N
S
等
で
の
発
信

に
加
え
、職
員
を
中
心
に
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
や

ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
、名
札
等
を
着
用
し
て
い
る
。

大
会
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、地
元
選
手
の
紹
介
や

大
会
観
戦
案
内
等
の
情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
現
在
開
催
中
の
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室
に

加
え
、市
民
が
参
加
で
き
る
国
ス
ポ・障
ス
ポ

関
連
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

　

両
大
会
の
機
運
醸
成
に
つ
な
が
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、11
月
4
日（
月・祝
）に

栗
東
市
民
体
育
館
に
お
い
て
市
内
開
催
７
競
技
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

　

会
場
周
辺
に
飲
食
店
や
休
憩
所
等
が

ほ
ぼ
な
い
が
、食
事
提
供
の
構
想
は
。

　

地
元
食
材
を
使
っ
た
弁
当
の
調
整
や
、

市
内
特
産
品
の
出
店
等
の
提
供
準
備
を

進
め
て
い
る
。

　

今
大
会
に
お
い
て
の
レ
ガ
シ
ー
を
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

　

冷
暖
房
設
備
整
備
・
体
育
館
の
施
設

改
修
等
の
ハ
ー
ド
面
、ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心

や
競
技
者
育

成
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動

等
の
ソ
フ
ト

面
と
い
っ
た

レ
ガ
シ
ー
を

今
後
の
取
り

組
み
に
繋
げ

て
い
く
。

問問問問 答答答答

国スポ・障スポを一年後に控えた準備の進捗は
梶原 美保 議員

▲「川崎市」夢パーク内

▲川崎市子ども夢パークウェブ
　サイト内の「子どもの権利条例」
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旧
Ｒ
Ｄ
処
分
場
問
題
も
25
年
を
経
過

し
、県
の
対
策
工
事
も
完
了
し
た
。現
在

は
令
和
７
年
度
末
ま
で
工
事
の
有
効
化
の
確

認
や
跡
地
利
用
に
つ
い
て
協
議
が
進
ん
で
い
る

が
、未
だ
に
処
分
場
内
外
か
ら
ヒ
素
や
ホ
ウ
素

と
い
っ
た
有
害
物
が
10
年
間
も
基
準
を
超
え
て

検
出
さ
れ
続
け
て
い
る
。住
民
か
ら
も
何
ら
か
の

対
策
を
取
る
べ
き
と
言
わ
れ
て
い
る
が
放
置
し

た
ま
ま
か
。

　
ヒ
素
に
つ
い
て
は
学
識
経
験
者
の
助
言

を
踏
ま
え
自
然
由
来
と
判
断
し
て
い
る

の
で
特
に
対
策
を
講
じ
て
い
な
い
。ホ
ウ
素
に
つ

い
て
は
処
分
場
に
起
因
し
て
い
る
が
処
分
場
外

な
の
で
今
後
は
水
質
結
果
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。　

県
は
旧
Ｒ
Ｄ
処
分
場
問
題
の
顛
末
を

ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
残
す
が
、栗
東
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
旧
Ｒ
Ｄ
処
分
場
問
題
に

関
す
る
一
切
の
情
報
が
不
掲
載
と
な
っ
て
い
る
。

市
の
責
任
と
し
て
こ
の
問
題
の
記
録
を
残
す
と

と
も
に
市
民
に
広
く
情
報
提
供
す
べ
き
で
は
な

い
か
。　

平
成
24
年
度
ま
で
は
水
質
調
査
結
果

等
を
掲
載
し
て
い
た
が
、平
成
25
年
に
調

査
が
県
に
引
き
継
が
れ
た
の
で
掲
載
を
や
め
た
。

今
後
は
旧
Ｒ
Ｄ
処
分
場
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い

よ
う
広
く
市
民
に
情
報
提
供
す
る
た
め
関
連
の

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
い
く
。

問問答 答

現在進行形の旧RD処分場問題を形骸化させるな！
田村 隆光 議員

　
熱
中
症
特
別
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
の

市
の
対
応
は
。

　

滋
賀
県
か
ら
連
絡
を
受
け
た
際
は
、

防
災
無
線
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
使
用

し
、市
民
へ
熱
中
症
対
策
の
徹
底
を
周
知
す
る

と
と
も
に
、市
内
4
か
所
の
指
定
暑
熱
避
難
施
設

（
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
）の
開
放
を
行
う
。

　

生
活
保
護
に
お
い
て
、夏
の
猛
暑
か
ら

命
を
守
る
た
め
の
エ
ア
コ
ン
使
用
に
対
す

る
補
助「
夏
季
加
算
」が
必
要
で
は
。

　

夏
季
加
算
に
つ
い
て
冷
房
器
具
の
使
用

に
伴
い
、夏
季
に
光
熱
費
が
増
加
す
る
こ

と
に
つ
い
て
、そ
の
必
要
性
を
市
と
し
て
も
認
識

し
て
お
り
、県
を
通
じ
て
国
に
要
請
し
て
い
く
。

　

以
前
指
摘
し
た
市
内
小
中
学
校
の

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て
の

計
画
の
有
無・進
捗
は
。

　
現
時
点
で
は
な
い
。

権
利
と
し
て
の
交
通
権
の
確
立
を

　

権
利
と
し
て
の
交
通
権
に
つ
い
て
本
市

の
考
え
は
。

　

権
利
は
確
立
し
て
い
な
い
が「
持
続
可
能

な
地
域
公
共
交
通
」を
基
本
理
念
と
し
て

お
り
、地
域
住
民・交
通
事
業
者・行
政
が
連
携
と

役
割
分
担
を
行
う
こ
と
で
、公
共
交
通
の
維
持・確
保・

改
善
に
向
け
て
取
り
組
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問問 問問 答答 答答

夏の暑さに対する対策を
伊吹 裕 議員

問
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い

な
い
方
や
、マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し
て

い
な
い
方
に
も「
資
格
確
認
書
」は
届
く
と
聞
く

が
市
の
対
応
は
。

　

対
象
の
市
民
の
方
に
は
申
請
無
し
で

送
付
す
る
。

　

保
険
証
の
新
規
発
行
が
停
止
さ
れ
る

12
月
2
日
以
降
に
加
入
す
る
保
険
が

変
わ
っ
た
り
、氏
名
を
変
更
し
た
り
、保
険
証
を

紛
失
し
た
場
合
の
市
の
対
応
は
。

　

保
険
変
更
し
た
場
合
は
、現
行
通
り
の

手
続
き
が
必
要
と
な
る
。氏
名
変
更
や
、

紛
失
し
た
場
合
は「
資
格
確
認
書
」ま
た
は「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」を
再
交
付
す
る
。

　

今
回
の「
廃
止
」で
短
期
被
保
険
者
証

の
仕
組
み
も
廃
止
さ
れ
る
が
今
後
の
市
の

対
応
は
。

　

今
後
、厚
生
労
働
省
か
ら
方
針
が
示
さ

れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

現
行
の
健
康
保
険
証
が
12
月
2
日
で

廃
止
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の
市
民
へ
の

周
知
の
方
法
は
。

　

令
和
6
年
8
月
の
被
保
険
者
証
の

年
次
更
新
時
や
高
額
医
療
の
支
給
勧
奨

時
に
チ
ラ
シ
の
同

封
。ま
た
広
報
、市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
周
知
す
る
。

問問問 答答答答

保険証廃止の12月2日以降もマイナ保険証なしで
保険医療が受けられます 青木 千尋 議員

▲連日、猛暑日が続く

▲現行の保険証

▲旧ＲＤ最終処分場問題に関する滋賀県のＨＰ
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通
級
に
よ
る
指
導
を
受
け
て
い
る
児
童

生
徒
は
ど
の
く
ら
い
の
人
数
か
。

　
令
和
６
年
５
月
１
日
時
点
で
小
学
校
児

童
166
名
、中
学
校
生
徒
49
名
で
あ
る
。

　
通
級
に
よ
る
指
導
の
対
象
と
な
る
児
童

生
徒
と
は
。ま
た
、指
導
回
数
や
時
間
、

そ
の
具
体
的
指
導
内
容
と
は
。

　

通
常
学
級
に
在
籍
し
、言
語
障
が
い
、

自
閉
症
、情
緒
障
が
い
、弱
視
、難
聴
、

学
習
障
が
い
、注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
、肢
体

不
自
由
、身
体
虚
弱
の
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒

で
あ
る
。週
に
１
か
ら
８
単
位
時
間
、障
が
い
に

よ
る
学
習
上
ま
た
は
生
活
上
の
困
難
さ
に
応
じ

た
自
立
活
動
を
行
っ
て
い
る
。　

　
未
設
置
校
へ
の
設
置
拡
大
は
。

　

今
後
、令
和
７
年
度
に
葉
山
東
小
学

校
、８
年
度
に
大
宝
西
小
学
校
、９
年
度
に

栗
東
中
学
校
へ
拡
大
し
、市
内
全
小
中
学
校
へ
の

設
置
を
目
指
す
。

　
通
級
担
当
を
核
と
し
た
校
内
委
員
会
等

の
現
状
は
。

　

年
間
２
回
開
催
し
、対
象
児
童
生
徒
に

関
わ
る
教
員
が
支
援
目
標
と
指
導・支
援

の
内
容
、そ
の
進
捗
状
況
を
確
認
し
て
い
る
。

　
こ
と
ば
と
ま
な

び
の
教
室
で
の
指

導・支
援
が
一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
の
よ
さ
を
生

か
し
、自
信
を
も
っ
て
い

き
い
き
と
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
う
。

通級指導教室「ことばとまなびの教室」
西田 聡 議員

問問問問 答答答 答意

▲通級指導教室(ことばとまなびの教室)

　
本
市
の
公
共
施
設
の
約
57
％
が
築
30
年

を
超
え
て
い
る
。今
回
、改
定
さ
れ
た
公

共
施
設
等
総
合
管
理
計
画・個
別
管
理
計
画
の

概
要
、実
績
を
問
う
。

　

長
寿
命
化
費
用
等
の
再
試
算
に
加
え
、

実
施
方
針
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
化

や
脱
炭
素
化
の
項
目
を
追
記
し
た
。個
別
施
設
計

画
で
は
、市
内

103
施
設
の
策
定
を
し
て
い
る
。

　

本
市
の
少
子
高
齢
化
や
子
育
て
世
代

の
流
出
抑
制
等
人
口
動
向
を
見
据
え
た

施
設
の
複
合
化
、統
合
等
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の

か
問
う
。

　
人
口
動
態
や
社
会
情
勢
な
ど
様
々
な
要

因
を
ふ
ま
え
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

　
既
存
の
施
設
の
更
新
、長
寿
命
化
等
の
財

源
確
保
、施
設
の
維
持
管
理
費
用
を
問
う
。

　

財
政
的
に
は
厳
し
い
状
況
。補
助
金
等

の
特
定
財
源
や
自
主
財
源
の
確
保
な
ど

工
夫
を
凝
ら
し
て
財
源
確
保
に
努
め
る
。維
持

管
理
等
の
費
用
は
、複
合
・
統
合
化
を
行
っ
た

場
合
の
方
が
安
価
で
済
む
と
推
測
さ
れ
る
。

　

施
設
の
あ
り
方
を
各
部
所
管
が
横
断

的
に
検
討
、議
論
で
き
る
組
織
の
必
要
性

を
問
う
。

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
だ
け

で
な
く
将
来
的
な

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

な
ど
総
合
的
な
観
点
か

ら
検
討
、計
画
さ
れ
る
べ

き
で
あ
り
組
織
横
断
的

に
検
討
す
べ
き
も
の
で

あ
る
。

問問問問 答答答答

今後の公共施設のあり方
～公共施設の複合化、多機能型施設へ～ 上田 忠博 議員

 　

●表紙写真
夏休み親子議会見学ツアー

議会だよりの表紙の写真は特集ページに合わせて選んでいます。
イラストより写真にすることで、少しでもリアルに感じていただきたいと思い、取材中もナイスショットを狙ってスマホ撮影講座で学んだことを思い出し
つつにわかスマホカメラマンになり奮闘しています。
今回の表紙はいかがでしょうか。
秋の発行に相応しく本市のキャラクター「くりちゃん」が真ん中に鎮座し、全体に栗色でまとめられています。
くりちゃんのまわりには本市の宝である子ども達の可愛い笑顔があふれています。
今回の特集は、広聴・広報部会が企画した「夏休み親子議会見学ツアー」の様子を載せています。
アンケート結果を見る限り、夏の暑い中でしたが、たくさんの皆様に楽しんで議会を知っていただける機会になったようです。
本誌をめくりながら、にわかスマホカメラマンが捉えた笑顔と共に、バーチャル夏休み親子議会見学ツアーをお楽しみいただければと思います。（島田）

▲築５０年を経過した市役所
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議会広報編集特別委員会
（委員長）伊吹　裕　（副委員長）谷口　律香
（委員）梶原　美保　／　寺田　靖広　／　島田　利恵　／　奥村　明

編 集 後 記



　今回初めての開催であったため不手際もあったことと思いますが、皆さん
に楽しんでいただきながら、市議会について知っていただくことができ本当に 
良かったです。ツアー中は子ども達だけでなく、保護者
の方々からも質問が飛び交い、議会だけでなく議員に
ついても知る機会になったのではないかと思います。 
アンケートでは多くの感想やご意見をいただき、今後の
改善点を見出すことができました。今後も市民の皆さ
んとの直接的な関わりが増えるような機会づくりに取り
組んでいきたいと思います。ご参加いただいた皆さん、 
本当にありがとうございました。＜特集担当：島田、谷口＞

夏休み親子議会見学ツアー 参加者の声

◦はじめて議場や議長室に入ることができた
◦大人も勉強になった
◦写真も撮れ、子どもたちも楽しそうだった
◦議長席に座るなど、自分も議員になった気分が味わえてよかった
◦開かれた議会にしよう！！という議員の思いはすごく伝わった！
◦市役所が暗いので勝手に議会も暗いイメージがあった
　けど、議員の皆さんが明るく元気でパワーを感じた
◦議員の活動がやりたくなった

◦とても楽しかった
◦市議会についてよくわかった
◦自由研究の役に立った
◦今後は広報とかを読んで「今こうしているんだ」等を　　　
　知って、家の人に知らせてみたい
◦質問するだけなのに、きれいなじゅうたんやフカフカの
　いす、きれいな照明があるのか意味がわからない

保護者全員が参加してよかったと回答！

主催した議会改革特別委員会 広聴・広報部
会で、アンケート結果をもとに話し合いまし
た。今後も、「市民によく見え、魅力ある議会」
のために取り組みを進めていきます。

もっと詳しく
知りたい方はこちら。

1位　議長室		 8票
2位　談話室		 4票
3位　協議会室	 2票

同級生に
オススメしたい度

８２％！

保護者の感想児童の感想

「いすがフカフカだった」
という感想が多数！

楽しかった部屋
ランキング！

番外編
議長のいす！

すすめたい
子どもが多数！

同級生に議会見学ツアーを
すすめたいですか？

議会の傍聴に
行きたいと思いますか？

行きたいと思った
保護者が多数！

すすめたい

82％

思う

２９％

やや思う

６２％

どちら
でもない
１８％

すすめたくない
0％

思わない
0％

やや
思わない
9％
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